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新居浜市立多喜浜小学校

• 児童数 245人
• 教学級数 10クラス

• 員数 16人 (2008年4月現在)





「防災教育を活用する」
（生きる力＝人間力、の育成）

(理科教育へ)

• 地域の自然を知る（地形・地質・気象・動植物）

• 地域社会を知る（近所、市役所や消防署など
の仕事、歴史など）

• 地域の危険を知る（通学路・山や川、池・災害）

• 身の守り方を知る

• 人の役に立つ方法を知る



防災教育≒理科教育

• 問題・課題を見付ける

• 問題意識を持って調査・観察する

• 科学的に解明する努力を払う

• 自然災害や自然についての理解を深める

• 科学的な判断(見方・考え方)をおこなう

• 死んだりケガをしない術を身に付ける

これらを理科(地学)教育に利用する



防災教育研修会の開催
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十一月 大地震に付損亡仕る写し。但三多喜浜一同差出し候内多
喜浜分

自分普請 一、多九番浜土手樋切垣 二間に一間崩れ、土手馬

乗り十三間程竪に割れ
右同断 一、多八番浜地場手前 長十二間、幅二十間水吹出し、

土地下り、土手馬乗り三十間割れ
右同断 一、同七番浜樋の上 四間に一間石垣崩れ、土手馬

乗り二十五間並に塩蔵東へなびき
惣浜普請 一、相生橋台東石垣 高三間、幅一間崩れ、橋落ち

申し候
自分普請 一、喜四番浜樋の上より 同二番浜蔵台迄、馬乗り百

五十間程なびき
右同断 一、多二番浜樋の前 一間石垣崩れ申し候。

十一月十一日大庄屋所へ差し出す。 （多喜浜塩田史）







昭和の南海地震の体験談

• 地震で大揺れしだしたとき、親が大声で「トウ、トウ、
トウ」と叫んでいたが、その時は何のことだかわから
なかった。後で「戸を開けろ」ということだったと教え
られた。

• 地面やセメントの軒下が波打ち、立っていられな
かった。うろたえて何もできなかった。動けなかった。

• 裸足で飛び出し竹藪に逃げ込んだ。古い煙突が倒
れた。誰かが「もういっぺん来るぞ」と叫んだ。















新居浜市立船木中学校

• 生徒数 191人
• 学級数 7クラス

• 教員数 21人 (2008年4月現在)



















地学教育を防災教育の場で

• 遠慮せず時流に乗る

• 正規の授業時間にこだわらず、いつでも

• インパクトのあるものに

• 子供たちにとって楽しいものに

• 教員にとっては負担軽減に

• 子供と親、保護者との会話の材料に

• 親、保護者を含む地域を巻き込む

• 指導に当たる私自身が楽しいものに



ご静聴ありがとうございました


